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草薙ゼミの第８期生となる諸君は，〝経営情報学部・経営情報学科〟の2004年度入学生＝第８

期生であった．そして，2005年度から経営情報学部がビジネス情報学科とファイナンス学科の２

学科構成となったことから，〝経営情報学科〟として最後の卒業生でもある． 

「ＩＴを活用した地域経済情報の分析」というやや難しい看板に集まってくれた学生に対して

は，２年間をかけて“厳しく鍛えてあげよう”と考えていたのだが，さて，何人がそれに気づい

てくれただろうか．集まってくれた20名（最終的には17名）の諸君とは，ゼミコンパや３年冬の

北海道合宿，４年秋の鈴鹿合宿などのイベントを通じて，あるいは就職活動期における個別面談

等を通じて，信頼関係を築くことはできたと思っている．ただ，見た目には“いかつい男子諸君”

が，私の前では“借りてきた猫”のようにおとなしかったのは，気のせいだったのだろうか． 

◇◇◇◇◇ 

さて，卒業論文の総評である．ここに並んだテーマだけを見れば，まちがいなく過去最高の素

晴らしいラインアップであると言える．全員が「オリジナルのデータマップづくり」という共通

テーマに沿って研究に取り組んでくれたおかげで，とてもまとまりのある，中身の濃い論文集が

できあがったと喜んでいる．共通テーマという縛りはあるものの，各人が強い関心を持てるテー

マを自ら選んだことで，辛い作業に耐え，時には涙を流しながらも，なんとか完成にこぎつけら

れたのである．このようなテーマについて諸君と一緒に考え議論してきたことは，私にとっても

充実した勉強の機会となっており，そういった意味でも諸君には感謝している． 

毎年，完成した後だからこそ言うことであるが，私が卒業論文の意義としてもっとも重要だと

考えているのは，卒業研究のテーマや論文の出来栄えではない．自分が選んだ１つのテーマに対

してこれほど真剣に取り組んで考え，論文という形にまとめるということが，諸君にとっては初

めての貴重な経験になったであろう，という点である．したがって，一生懸命に取り組んだとい

う姿勢がひしひしと伝わってくる限り，考えていたことの半分しか言い表せていなくても，ある

いは思うような結果を導き出せなかったとしても，その論文は何物にも替え難い貴重な宝物であ

ると言ってあげたい．個々の論文の評価は，その価値を最もよく知っているであろう自分自身，

そしてこの本を手にした読者の方々に委ねたいと思う． 

大学生活４年間の集大成として卒業研究という大仕事をやり遂げた経験は，必ずや，これから

社会人として仕事に携わっていく上での自信につながるだろう．そして10年後あるいは20年後に

この本を開いた時，懐かしく良き想い出として，諸君の心に鮮やかによみがえるに違いない． 

今後は同じ社会人として対等に，あるいは時を経て私を導いてくれるようなつきあいをしてい

けるならば，教師としてこれにまさる幸せはない．諸君の今後の人生における健闘を期待する． 


